
平成２３年度広島市青少年と電子メディアに関する審議会
第１回フィルタリング検討部会
１　開催日時　　　平成２３年１１月３０日（水）１３時００分から１５時００分
２　開催場所　　　北庁舎（中区役所）７階会議室
３　出席者
⑴　委員（５０音順）
越智委員、下田部会長、平田委員、松田委員
⑵　事務局（市）
青少年育成部長、育成課長、育成課職員
４　公開・非公開の別
公開
５　傍聴人
無し
６　会議次第
⑴　開会
⑵　議題

ア　青少年の健全な成長に寄与することができるフィルタリングのあり方についての答申中間報告（案）について

　(ｱ)　答申中間報告（案）の構成について

　(ｲ)　アクセス制限すべきメディアとそれに対応した有害情報の分類（案）について

イ　その他

　(ｱ)　「携帯電話の利用状況等に関する保護者及び児童生徒アンケート（平成２３年(2011年)７月）」の集計結果

(ｲ)　平成２３年度ノー電子メディアデー推進事業『家族でチャレンジ　メディアコントロール』の参加状況

　  (ｳ)　部会のオブザーバー参加について

７　議事録
⑴　新部員
　　　平田委員が新たな部員となる。
⑵　今後の審議会等の開催計画について
１月に部会、３月に審議会を開催し中間報告案をとりまとめ、来年度中に答申する計画としている。
⑶　青少年の健全な成長に寄与することができるフィルタリングのあり方についての答申中間報告（案）について
ア　答申中間報告（案）の構成について
・　スマートフォンは、サービスのあり方と技術のあり方に分けて記述する必要がある。

・　フィルタリングからはずれた健全サイトの中での有害情報の対策について記述しておく必要がある。

・　業界や国に対して、スマートフォンの有害情報規制のあり方について、分かりやすい説明をするよう求めるべきである。

・　携帯電話事業者が子どもに新種のインターネット接続機器を売り出す場合には、保護者を助けるような技術とサービスを開発しなければならないという考えは今後ますます主流になる。
・　携帯電話事業者に対して、スマートフォンにおける有害情報のフィルタリングについてどのように対応しようとしているか調査をしてはどうか。
・　国、業界はスマートフォンに関して説明責任を果たすべきであり、このことについて言及しておく必要がある。
・　子どもへの害として考えておかなければならないのはインターネット依存の問題である。特に、携帯電話からスマートフォンへの移行を考える時には、インターネット依存の傾向になることを言及しておく必要がある。
イ　アクセス制限すべきメディアとそれに対応した有害情報の分類（案）について
・　ネットスター社がいつ市の分類にない内容を入れたのかを確認してほしい。
・　次回、フィルタリング専門業者であるネットスター社にオブザーバーとして来ていただき、有害情報の分類について詳しく聞きたい。
⑷　その他

　ア　「携帯電話の利用状況等に関する保護者及び児童生徒アンケート（平成２３年(2011年)７月）」の集計結果
　　　・　これまでの取組の成果が表れている。
・　青少年のインターネット被害の状況は常に把握しておく必要がある。
イ　平成２３年度ノー電子メディアデー推進事業『家族でチャレンジ　メディアコントロール』の参加状況
　・　広島は全国でも、メディアへの関わりについては熱心な自治体であることから、スマートフォン時代でもこの土壌を生かしてほしい。
　　　・　ノー電子メディアデー推進事業に参加した子どもが高校生以降にどのようになっているのか追跡調査をしてもらうと参考になる。
　  ウ　部会のオブザーバー参加について
　　　・　この案でよい。
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